関東学生オリエンテーリング連盟臨時総会

とき　2013/05/25　23:39~ 05/26 00:45

ところ　大戸公会堂

議長　上松（一橋大学）

出席校

早稲田　東京工業　津田塾　筑波　茨城　東京　千葉　横国　一橋　相模女子　駿河台　実践　日本女子　

横市　十文字　慶応義塾
委任

お茶の水　立教　農工
欠席

電気通信
0.議題
　1推薦規約について
  2ミドルセレの日程
  3千葉大学・東京工業大学大会の後援申請について
  4トロフィーについて
1.推薦規約について

以下前回の復習
前回決定したこと　

推薦制度が継続することになったとして、推薦の決定主体。

推薦制度が継続することになったとして、Bエリートの未出走者の基準を不問とすることを決めた。
前回出た意見への実行委員会からの反応

推薦を廃止してセレを二本することについて

⇒実行委員会としては反対。二回目の通過者が一、二人であることは一回目の通過者数と比べて不公平。

一回目の通過者が運営がすることも適しているとはいえない。

⇒セレ二回実施するならば学連総会として実施することのメリットを明確化すべし。仮に実施したとしても実行委員会からすると厳しいと言わざると得ないとのこと。

⇒推薦制度をしっかり作っていかなければならないだろう。
決まらなかったこと

判断基準

モラルハザード防止？

学連枠確保？

どちらを優先する
時間ない…ひとつのこと。推薦制度を継続するとして

「未出走の理由の基準」（Aエリート・モラルハザード防止のための基準

現状の問題

抽象的でも具体的でもない中途半端な文言が存在する。

抽象化するか具体化するかを決定する必要性がある。文章の中身を具体化するのは厳しいのでは？（前回の意見）
以上前回の復習
以下今回の議事録

今回は時間の都合により長く議論できないので短めに。
次回までに考えてきてほしいこと
・Aエリート未出走の理由の基準を如何にするか。
次回総会で全会一致するまで深い議論をする予定。各大学渉外は意見をまとめてくること。
次回明確に決定すること
セレ二回は厳しいこと、推薦がない場合はそのメリットデメリット（前回議事録参照）を踏まえて～
推薦制度を継続するか。しないか。多数決より議論を煮詰めたいところ。
意見

廃止　

・学連枠の為に推薦制度があることに違和感。有力選手が落ちることがあるかもしれないが公平性が最も重要。

⇒推薦制度継続した場合は本当に公平性がないといえるのか。

継続

・何らかの救済はある方が良い。社会常識的にやむをえない場合は救済すべき。

⇒「社会常識的にやむをえない」をどう解釈するのか。
推薦制度廃止or継続を次回決定する。
各大学は意見・理由を纏めて学連総会前に幹事長に意見のまとめを報告すること。

総会前に全意見を纏めておくことで議論の平滑化を図る。
時間の都合で今回はここまで
2.ミドルセレの日程について

候補　11/24 12/8 12/22

他の曜日がなぜないか　orienteering.comによると　12/1 12/15 は他のイベントと被る。

（あとで調べていれようね）
新候補は出ず。よって最初の三候補から決定する。
第一投票

11/24　1

12/08  6

12/22  8

棄権　1

計　16
第二投票

12/08　3

12/22  6

棄権    7

計　16
ここで意見を求める。

12/08派の意見年末に様々なイベントがあるため早めにセレをしておきたい。
第三投票

どちらでもよい　2

12/08 8

12/22 6

計　16
膠着状態の為さらに意見を求める。

一部大学で12/08付近にtoeicがあり留年の危機ありとのこと。
第四投票

どちらでも　2

12/08 7

12/22 7
これ以上時間をかけられないため

議長12/08なので議長権限で12/08に決定。
実行委員長は幹事長が決定。決定次第メールリストで周知する予定 。
3.千葉大学・東京工業大学後援申請について

2013/11/17

承認　16

全会一致で可決
4.新人戦について

現在の日程　9/29

埼玉県協会大会と被っている。

県協会としては「共同で開催したい」とのこと。
県協会大会要項によると
会場　小学校

テレイン　上谷

大学生の参加も希望している。
メリット

・資材が足りなくなるという事態には陥りにくくなる。

・トラブルの際対処しやすい。

・運営が楽になる。

デメリット

・学連だけで運営するという楽しみがなくなる。

・失敗を恐れて頼ってしまう。成長できない。
県協会との共催は避けたい。（テレインの変更を希望する意見）

・テレインが不適格。

・新人戦をやるなら自ら盛り上がるテレインを決める。最初から学連主体で決めるべきだ。
共催をするとして県協会へ希望する質問

・予算

・役員の配置

・県協会と学連の関連度
追加で聞きたいことがあれば5月中に幹事長にメールすること。反応があれば渉外のメールリストで報告する。
4.ロングセレのカップ

前年度受賞者が紛失。

学連予算で新品購入の承認を申請…。

金額不明
承認　10

反対　5

棄権　1

合計　16
過半数により承認された。
5.次回総会の日程と議長の選出

例年ロングセレの二週間後

7/6 (土）

議長　海福（津田塾）
最後に

各大学渉外に求められること
・6月中に推薦についての意見を大学ごとにまとめて幹事長に報告すること。
